
平成 19 年（2007 年）7 月 2 日 

交通対策・中野駅周辺まちづくり特別委員会 

都市整備部北部地域まちづくり担当 

 

 

     西武新宿線野方･都立家政･鷺ノ宮駅周辺まちづくり構想（たたき台） 

の策定について 

 

１．目的 

○ 区内北部地域を東西に走る西武新宿線のほとんどの踏切で長時間遮断によ 

る交通渋滞、市街地の南北分断のため区民生活や都市活動に支障が生じている。 

  ○ 踏切の抜本的解決策である連続立体交差化事業を行うためには、道路と鉄道

の立体化と一体となった沿線まちづくりが不可欠であるため、まちづくり計画

を策定する。 

○ 本構想(たたき台)は 18 年度策定した「西武新宿線新井薬師前・沼袋駅周辺 

まちづくり構想(たたき台)」に引き続き、区が過年度調査に基づき策定する、

連続立体交差事業にあわせた沿線まちづくりを地元の方々と検討を進める素

材としてまちづくりの方向性を示したものである。 

 

２．対象区域 

   西武新宿線野方・都立家政・鷺ノ宮各駅周辺 

 

３．内容 

（１）現状と課題 

（２）主な経緯等 

（３）整備課題、整備方針 

（４）まちづくり構想図（たたき台） 

 

 ４．今後の予定 

○ 8 月下旬 西武新宿線野方・都立家政・鷺ノ宮駅周辺まちづくり構想 

(たたき台)について区民説明会               








